
国内初！国立公園への
Wi-Fi環境整備による観光利用

長野県北安曇郡小谷村
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長野県北安曇郡小谷村
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長野県北安曇郡小谷村
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～村内に２つの国立公園～

長野県北安曇郡小谷村

栂池自然園・白馬大池など

雨飾山・金山など
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長野県北安曇郡小谷村

雨飾高原ブナ林

塩の道千国街道
～歴史～

～自然～

5



～ウィンターリゾート～
村内に３スキー場を有し、外国人の来訪者も増加中

観光客の来訪総数は１００万人に上る

長野県北安曇郡小谷村

栂池高原スキー場

白馬乗鞍温泉スキー場 白馬コルチナスキー場
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過去、何度となく自然災害が

平成７年 豪雨災害（7.11水害）

平成２６年 長野県神城断層地震
（11月２２日 発災）
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つまり小谷村は…
★四季を通し、観光が極めて重要な産業

★一方で、観光客も含めた防災対策が課題

そこで…
Wi‐Fiを中心とする公衆無線LANにより

①災害時の通信手段として活用

②平常時は観光情報を発信
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栂池自然園
★国立公園第１種特別地域（現在の景観を極力保護することが必要）

★標高1900mに位置する日本有数の高層湿原

★約100haの園内に5.5kmの遊歩道が整備

★年間約10万人の来訪者（過去最高15万人）
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事業概要
★平成27年度 観光・防災Wi‐Fiステーション整備事業★

・Wi‐Fiステーション ４箇所４台（自然園内）

・Wi‐Fiアクセスポイント ２箇所５台（ビジターセンター・栂池山荘）

・中継施設 中継局 １箇所（自然園内）

中継ポイント １箇所（栂池高原スキー場）
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Wi‐Fiステーション ４箇所４台（自然園内）
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近隣一市一村と連携した
Wi-Fi連携の実証実験の報告

北アルプス三市村観光連絡会

（長野県 大町市・白馬村・小谷村）
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WEB認証＝ブラウザで認証→ アプリ未設定のスマホでも利用可能

小谷村 白馬村 大町市

一箇所のPOPCHATで認証すると、
連携地域ではどこでも使える

WEB‐API方式(総務省指定)の
おもてなしAPPでも使える

⻑野３市村では通常のWEB認証での連携もアドオン

⽩⾺村 ⼤町市 ⼩⾕村Wi-Fi利⽤者

総務省⽅式
WEB-API連携 OMOTENASHI 

APP
認証＠Cloud



SecurePOPCHAT
センターサーバ型システム

MicroPOPCHAT+HyperPOPCHAT
拠点ルータ型＋センターサーバ型併⽤システム

白馬村 小谷村

異なるシステム構成、そのままで認証連携

⻑野３市村では、異なる2種類のシステム構成

大町市

⽩⾺村 ⼤町市 ⼩⾕村Wi-Fi利⽤者

総務省指定
WEB-API連携 OMOTENASHI 

APP
認証＠Cloud

インターネットの出⼝を⼀箇所に集中、⼀律サービス化 ネットワークの構成を系統分割し、個別に⽤途を最適化
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参考データ – 前⽉Wi-Fi利⽤者数(＠⼩⾕村)
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⼩⾕村2016年12⽉ ⽉間Wi-Fi利⽤者数

Wi-Fi利⽤者の⾔語分布

系統① 防災Wi-Fi

系統② 観光Wi-Fi

1,257⼈

1,335⼈
系統③ 栂池⾃然園Wi-Fi 0⼈

３系統合計(のべ⼈数) 2,592⼈

英語
中国語
フランス語
デンマーク語
スウェーデン語
イタリア語
ロシア語
韓国語
エストニア語
⽇本語

⽇本語
英語

中国語
フランス語

デンマーク語
スウェーデン語

イタリア語

2013
480
67
15
2
1
1

ロシア語
韓国語

エストニア語

1
1
1
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参考データ – 三市村認証連携の効果
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他⼆市村から認証済みユーザー流⼊の割合

参考 – ⻑野三市村の前⽉Wi-Fi利⽤者総数

2016年12⽉ ⼩⾕村Wi-Fi利⽤数

うち、認証済み流⼊者数

2,592⼈

1,046⼈

2016年12⽉ 割合 40.4％

小谷村, 36%

三市村
12⽉⽉間総合計：7,275⼈
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今後に向けて、期待される事柄
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認証連携が、北アルプス３市村のWi-Fi利⽤者に⼀定の利便性を提供する
ということは確認された。
その上で、今後に期待される事柄。。

当該３市村から、さらに近隣の市町村へと認証連携エリア拡⼤の可能性

≫ 利便性の拡⼤のみならず、Wi-Fi利⽤者総数を万単位に⾼めることで
Ｗｉ－Ｆｉサービスに「媒体価値」が⾼まってくることが期待される。

連携⾃治体間で、相互にWi-Fi利⽤履歴データの共有

≫ 効果測定の取り組みを共有施策化することで、
地域へフィードバックできるメリット・ベネフィットの増⼤化が期待される。

「認証」だけでなく、観光等の「情報配信」も相互に乗り⼊れる情報配信連携

≫ 機能としての実現性は、すでに担保されている状態。
相互情報配信によりさらに活発な⼈の動きを創出することに繋がれば、
広域なエリア全体観をもった施策も可能となり、
外部から当該エリアへの誘導促進の取り組み実現も期待される。



多言語音声翻訳の
利活用実証の報告

北アルプス三市村観光連絡会

（長野県 大町市・白馬村・小谷村）
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【北アルプス三市村観光連絡会の取組】
○実験用タブレット 3台整備

大町市：大町駅、バス切符売り場、ホテル
白馬村：バスセンター、白馬高校
小谷村：ホテル
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